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NPO法人日本咬合学会第 1回臨床研修・認定セミナー申込書

申込み・

問合せ先

戸栗歯科医院 〒185-0011 東京都国分寺市本多 2丁目 14-28 TEL：042-325-6682

メールアドレス：{ HYPERLINK "mailto:ktoguri@coral.ocn.ne.jp" }
※可能な限り記載事項をメールでお申込みください。

１、MFAバイト時スティックの厚さの判断基準においての、ピッチングの量とローリングの量での優先順序について ・・・・・・北村幹夫

２、歯列矯正前の歯牙形態を AKでチェックするが、顎位のリシェイビングをしていないのに強くかみしめてもAKが１００点になるのは何故か

・・・・・・栗本武俊

３、首を左横に曲げたとき左の首の痛みがあるとのことだが、首が回らないことと、同じように考えてよいのか ・・・・・・栗本慎治

４、キネシオロジーの身体のくずれ方と左右、前後、ローリングの診断の関連性について ・・・・・・戸栗和慶

５、MFA治療で獲得顎位が確立し、身体全体からの原因歯が特定されると強くかみしめても症状が出現しない脳科学的根拠について

・・・・・・戸栗和慶

６、無歯顎のバイトブロックの設計と作成方法について ・・・・・・塚原隆

７、歯列弓形態または咀嚼運動の問題で第一番目の治療方法がＭＦＡ治療でないケースがあったが、次のケースはMFA治療でいいのか

補綴物を入れて体調をくずす患者さん、どこで噛んだら良いかわからないと訴える患者さんは、MFAで獲得顎位を目指していいのか

・・・・・・塚原隆

８、MFA治療中に行うポイントリシェイピングの留意点について ･・・・・・椎木雅和

９、いわゆる「治りたくない病」あるいはチャートの記入が支離滅裂な患者さんへの対応について ・・・・・・安倍尚之

10、実際の臨床での、現在のCADCAM製品のセットや調整における肌感覚のご感想について ・・・・・・鰐淵正樹

１１、顎関節症の患者さんでMFA装着3 か月後、関節音の回数は減ったが以前より音が大きくなった。どう考えればよいか。

・・・・・・栗本武俊

1２、マスティキュレーターⅡ型咬合器左右ヒンジの上下についているネジの使用方法について。

・・・・佐久間博史

(敬称略)

(会長 青木隆典・鴇崎和義・戸栗和慶)
（認定委員長 戸栗和慶）

●受 講 料／非 会 員 歯科医師 10,000円 技工士 5,000円 衛生士・スタッフ 5,000円 (後日配信有)

学会会員 歯科医師 20,000円
技工士 10,000円
衛生士・スタッフ 10,000円 （後日配信有）

●お振込先／紀陽銀行 岩出支店 普通口座：1111706 口座名：日本咬合学会 会計 青木隆典

主催 NPO 法人 日本咬合学会

特定非営利活動法人日本咬合学会主催

セミナー内容 講師：丸山剛郎大阪大学名誉教授

●午前の部 今まで積み重ねられてきた市民公開講座から、その度に培って蓄積、常に進化してきた集大成を丸山剛郎先生に御講演

していただきます。決定的治療薬のない認知症への不安から丸山咬合医療をぜひ受けたいという市民の声、反響が大きくなっています。

市民向けで大変分かりやすく、普段講座に参加される機会のない先生方には臨床への導入に向けてお勧めです。

●午後の部 臨床研修セミナーとして日本咬合学会東日本・西日本部会会員からの質問に質疑応答

令和４年 第１回 日本咬合学会 臨床研修・認定セミナー

全身健康を考えた進化する最新丸山咬合医療
―咬合から認知症の予防・アンチエイジング・免疫向上の獲得―

日時：令和４年８月７日（日）午前 9 時 30分から午後 4 時まで

会場：都市センターホテル６階（６０３会議室）

東京都千代田区平河町2-4-1 Tel 03(3265)8211

猛威を振るったウイルスの感染拡大もようやく収まりはじめましたが、いまだ予断を許さない状況が続

いています。この状況を乗り見据えながら、令和 4年度第 1回臨床研修・認定セミナーが開催されます。

丸山咬合医療は身体と心の健康の改善から、認知症の予防、アンチエイジング、免疫向上にまで及び、丸

山剛郎先生の提唱する 21世紀の新しい歯科医学・医療で着々とそのエビデンスを重ね、ますます注目され

ています。この事実は、丸山剛郎大阪大学名誉教授と澤口俊之武蔵野学院大学院教授との共同研究により、

咬合医療で大脳全体の活動部位の変化(効率化・活性化)等から証明されています。

今会も、コロナ禍での講演会開催ということで、対面セミナー形式とWeb（後日配信有）での同時配信の

形式をとり、いずれかの方法でも参加いただけるようにしております。

尚、このセミナーを受講し日本咬合学会に入会していただきますと、日本咬合学会認定医の資格が得られ、

さらなる研修で日本咬合学会専門医資格習得も可能です。

丸山剛郎大阪大学名誉教授

日本咬合臨床研究所所長


